
磁化物質とそれによる磁場との或る閥係に就いて

湯村哲男

§ t.緒官

磯鍾測量の結呆を整理しその異常広就いて考察を行はんとするに際し？寄々は営にその考察の

極めて園雑草tる事.'IJ・瑚！るのである．その理由は

en地下物質の艶何皐的影欣並びに鉛直方向の位置の不明
恒）物質の磁佑原因の不明

(3）磁佑の方向，大きさの不明

等の拷酷である．

先づ位）に闘しては特殊の場合としてポ－vング等により地表高下の深さ等を決定し叉その大慢
の形献も推察する事が出来る仇一般の場舎には地表面の援鎖滋力及び地質等主りその大僅の形放，

位置を推察するに止まる．然し何れにしてもとれを理論的に取扱ふ場合に於いてはその形款は金〈

鼠想佑せられ怠ければたちたい．

ヨえに（2）に関して考へられるものは

(i) 地殻物質に於ける地球磁気の誘導作用

（詰） 岩石の固有磁気

悩） 局地的地電流による電磁作用

等があるが，とれ与の何れに属するかは容易に知る事が出来たい．地建物質が地球種場の誘新学用

のみドこよって起るとしても，それはその物盛の形及tPi駒盤寧に関係し叉岩石が国有磁筑を持つτゐ

るとしτも，その物値が如何なる健稽KよP磁俗せられる様に怠ったかは不明である．岩石が固有

磁気を有つに到る過程としで施動性物質が地球磁場内で徐々に冷却される場合，その地球磁場に依

る感勝作用でその嘗時の地球磁場の方向に磁佑する様tc.1.tると践明され克もらしい訟ではあるが然

UJ維の磁佑の方向が嘗時の地球磁場の方向を示すとは考へられ左い．地震は常に鍵勤してゐる．

隆起，洗降，噴出，陥波種々様々の鑓形同鱒を行っτ今日の獄態K到ると考へられるのである．．

局地的地電涜による電磁作用除落雷とか也車とかによるものでとれは問題に友ち左いから考へる

必要は友い．

以上の如〈磁佑の原因かヲ織に存するかを411然と定める事は困難である．

戎に第 Sに於ける磁佑の方向－，；＿び大きさであるが，地下物質に就いて斯Lる性質を定める’事怯

更に困難である．岩沼が閲有磁気を持つ場合は勿論の事であるが，地球磁場の感感のみに依って磁
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必してゐると仮定しても倫物値の形にもよる錆，地球磁場に平行に怠る事は殆んEたいといってよ

い位であP，その方向決定は恐ら〈不可能事である様に息はれる．

以上の様た理由に依P磁気異常をそθまA考察する事は出来1tいが，此鹿に幾つかの遁嘗1'.t仮定

を置いてとの典常を分析検討する事が出来るのである．

地下物質の形を理想佑し，磁4むの原因は地球磁場の蹄堪作用に依るものといその磁佑の方向は

地球磁場のそれと岡ーにしてその強さは物値全部について一様であると仮定して，地下物質とそれ

による磁場を計簿図解したものは多〈見られる．叉最低地表面に於ける磁力分布より直接地下物質

の形を推定する理論的方法も考察せられた

とれ等は皆強佑が地球磁場の欝靭学用に起因するものといその方向も地球磁場の方向と問ーで

あるとして考へられたものであるが，前にも越ペ先犠に磁佑の方向が， 上誕の様11事は殆んc!;~<' 
叉一般に地下物質は固有磁無を持ってゐるものであるから上胞の如〈仮定する事は質勝句ではtJ:

い．故に何等かの方法に依り磁佑の方向だけでも決定する事が出来れば，苔々は計事字上大たる便宜

を得る事が出来るのである．

斯かる意味に於いて筆者は地表面上の磁力分布より直接磁佑の方向を求める方法を案出したので

ある．比の方法に依り磁佑の方向を決定L,然る後に上述の方法を周ひて地下物質の形献を定めれ

ば，局地的磁無異常の問題はある程度まで解決されるに到るであらう．

頁K智者は本論文中K角稽による磁場に就いて前官字国解した．

§2. 磁位物質による磁場

任意の物館を一様た磁場内に置けば此の物鐙除外部磁場によって磁佑せられる．

今物館内の任意のー磁の磁佑の強さを Iとし直角坐標的y,IJ方向のその成分を A,B,Oと

すれ院とれ与は

B= Fo1曹

．二＋N11
純

司
4・

一
九

四
川
一
＋－1
－M
 

一一c
 

で奥へられる．但し

れ：外郁磁場

m：骸物種の帯磁率

N：骸物値の反磁佑係数

而して新かる物館による物値外の缶窓のー酷 9tt:於ける磁位 PQは

Po= ff J {A~（÷）＋B!;l子）＋o~（~）｝d仰~ ..... ・但）
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で奨ヘーられる．

Tは接物値の索越積tifdηd~ と Q との距離である．

一般に任意の形をした物盛は一様友磁場内K於いても一様に磁佑せす＝．その形に依って各部分の

磁佑の強さ及ぴ方向治鳴るものである．

とれがー様K磁佑するものは楕図鑑のみにして，且っその方向が外部磁場と問ーたるものは球以

外にはたいので島る．然し uが 10-s程度以下たらぽ反磁佑係数N 治活践佑の強さ IK及ぽす膨

曹は極めて僅かにして省略L得る程度のものである．

故に斯かる範囲の物健民霊場しては磁化の強さは teF0で奥へても支障はたい・

今若L識似の強さ及ぴ方向治宝該物種全部に亙って一様であるとし， Q K於ける坐標を a:yeとす

れぽ

1'＝偏－a:）斗（η－y）斗（~－z):i

であるから（2）式より Poは

Po＝一（Aえ＋B~ + ofe)J ff ~d仰C

で奥へられる．

同＝fff÷¢哨，－（3)
と書けぽ，一様に磁佑した物館による任意の一騎 QK於ける磁位は下式で奥へられる．

Pa=-..4.笠重一B笠2-o笠g.....................・・・性｝
・ aa: ay ae 

故K VQが得られLぽ磁位 PQは直ちに求められ，従って磁場も容易に求められる．

磁場の (l;,y,e 成分を X,Y~Z で表はせぽ

aP o EPv a a2v a ,.<Pv o 
E一一三＝Aーム:1+B~＋a－ーふ
all: a:ri' aa:.ay -aa:a11 

Y＝一空豆＝Aど~＋B主主主 ＋o竺E旦 ト・・・・・ ・・・・・・・・・・-(5) 
oy 8yo:c ay2 a11a11 

z- oPo 02Vo . o1Vo o2VQ 
＝－~ぷ＝..4.二」..:1+B一一一＋o一一一
as OBO(l; . a.say OB2 

§8. 角壌による磁場

今角壌が一様に磁佑せられるものとしτそれによる磁場を求めτ見ゃう．

Vo= I÷伽
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‘である古＝ち

但し B=E-.a: 

α1＝αi-it 

。ら＝a2-ai

=LQ.L；富山君主~.v

H＝η－y 
β1=b1-Y 

β2=b'l-y 

Z＝~－B 

’Y1=C1-B 

’y'l=C<J-11 

である．とれを積分すれば

VQ＝ーβi'Y1In (R1＋崎）ー伯尚1n(R1＋βi)-ot1β1 ln (R汁仇）＋β1'Y:11n(B:a＋叫）

＋柏崎In(R2＋βih十的βiln （~＋γ2）＋β｛＇（1In (Ra十的）＋別的In(.Ra＋β＝） 

＋α1β2 ln (Ra＋引）ーβ'l.''12ln (R, +ot1）ー仇的ln{R，＋β:z）一向β2ln(R，＋γ2}

＋β1γ1 ln (R6+oら）＋別的ln(R11＋β1）＋地βiln(.R11＋引）ーβ1γzIn (Ra＋~） 

ー別的In(.Ro＋βi＞一時β11P(Ra＋γ3）ーβ＇'J!"/1In (R1 ＋α2｝ーγid:zln(.R1＋β2) 

一α./32ln (.R7 ＋明）＋,82’Y2ln(R$＋α2）＋仇C品・zln (Ra+,92）＋α.fi'J.b1 (Ra＋γ11) 

ーα12tan-1.R1 +B1 ＋仇ーβ12tan・1R1＋「y，＋α1-rti刊an-1.R1十α1＋β1
ct1 f11 守1

＋α12 tan-1.R茸・＋β1+'Y2＋β2匂n-1R2＋片山＋叫 ＋γl tan-1.R2＋α1＋βE 
αl 1β1 仇

＋α12 tan-1~:s＋~＋引＋β:12伽－1Bs+*1＋叫＋γ丹an-1~a＋ふ＋β宮
も..I ，＿’s ’11 

一αハm・iR＂＋β宮＋仇ーβ拘.n-1.R4＋守＋α1 ＿附an-1R•＋α1＋βz
<t1 P2 'Y2 

＋α22旬n.-1.Rll＋βi＋引＋β12tan・1R11＋ザ1+ct..i＋ヴi2tan-1R11＋的＋β1
的 βl ザ1

一向2tan-1R'o＋β1判官一β伽圃1Ra+'Y:i均一γitan-1Ra＋α2＋βE
β1γz  

-o匂2tan-tR・1＋β汁ザ1ーβ2tan-1R.，＋γ，＋oらーヴ12tan-1R7＋α＝＋βz
ct;i 2β2 ザ1

＋α.. 2tan-1.Re＋β2+'Y2 ＋β:12tan-1Rs＋引＋α2＋γ22t凶ー1.Rs＋均十β2
αzβ1 ザz’

(6) 

侭L .R12＝α12＋β12＋γ12 Ra2＝α12＋β122+'Y12 R112=otl＋β12＋γ12 .R1i=oら:i＋β22＋マlz

R2'J＝αi:i＋βi＇牛γ'J.2 Rl・＝α12＋β＇'J'J+'Y'J.:s Ro.z=a::i2＋β12＋ザl1Rs2=ci.i＋β＇l・＋伊'fl'

磁位 PQは（4）式で得られるから Voの第一戎徴分係数を求めなければ注らない．
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~＝βiln (.Ri ＋引）（Be＋伯）＋γiln (.Rt＋β1)(R1＋β，）＋β:iln (R,+ry2)(R1＋引）
0!1; (Bけ明）（Ba＋γi) (.Ra＋β＇:J(R11＋βi) !Ba＋引）（Ba＋ゆ

村山（R,+.82)<Ra＋β～2α1f凶＿1R1＋βi＋仇ー加－1R.i＋β1+'Y2 
(Bs＋βi)(.Rs＋βd l 向 α1

加 B3＋β:1:＋ザt＋加－1R，＋β:1+'Y:.1i-2的j凶ー1R11＋βE州
“1α1  J tα2  

一回－1.Re＋β1＋γ2一凶－1R1＋β2＋引＋凶－1Rs＋β11＋仇i
αzαzα:I  J 

~＝γi ln (Bi＋α1)(B片的）＋α11n(Bi＋引｝（R汁似＋'Ysln(R4＋α1>CBa＋向）
oy (Ba＋α1)(B11＋向） (.R:i+'Y1H~＋rys) (Rll＋向）（Ba＋偽）

＋的hぼs+'Y2)(R1＋引）十2β1ftan-1.Ri＋引＋尚一tan-1Rs+'Y2＋的
(Ba＋引1>CRs＋ザ2＞「｛ β1β1

一凶－1Ra＋~z ＋加－1Rs＋ゑ＋的）一杭（凶＿1Ra~＋向

ー加－1.R，＋γ2＋αl－~A -1.R-r＋γ1＋αz -1Bs＋吟＋的ium +tan _ ~ 
β2 － β2β2  J 

~＝αiln (Bi＋β1)(.R, + P:,) ＋βiln {B1＋崎）偽＋的）＋的ln(Rs＋β1)(B1＋β2)
au (Rll＋β1>C.Ra＋β:J (R2＋叫）（.R11＋偽） (.R11＋β1HRs＋β2) 

（品村i)(R1＋偽） J 品何十βE 凶－1Ra＋叫十βz＋β宮h÷2γ1~tan-1 1 ー
CRa＋α1)(.Rs＋α，） t 引 ’Yi

-1~s＋的＋β －1R1＋~＋βl f -1R2＋的＋β1t+tan 斗－2γ2~tan
γz ’Y1 J 1 γ2 

－伽圃1B,+cti＋β量ー伽－1Re＋~2＋βi ＋旬n-1.Rs＋αけβst
γ温 γzγ2 ) 

ll 

(7) 

而して磁力は（6）式で得られる故更に Veの二次彼分係放を求め怠ければならない．とれ与は

ヨえの様にたる．

を~=-2ft.an-1R1÷β1＋ザ1-t佃・1~＋βi+'Ys一回－1.Ra＋β2判1
ox話｛ α1α1α1

+tan-1.R，＋β：＋’Y2 -ta.n-1B11＋βi＋’Y1 +tan-1.Re＋βt＋仇
~α揖 αz

-1B1＋βz村 1-tan-1.Ra＋β2+'Y:1} +tan ~ 
~αll J 

笠!9=-2！包n-1B1＋ザi＋α1 ー凶’1.R~＋γ2＋尚一tan-1B3＋γi＋α1
ay: （ βIβ1βz  

＋加－1.R，＋ち＋尚一同－1B11＋ザ1＋的＋加－1Ba何 2+0ら
βzβ1β1  
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第 1 国立方盛 IC J: る磁場分布
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都 2 間半無保角柱による磁揖
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＋加点＋ゑ＋向一回－1.Ba＋~偽）

主~＝ー2ftan-1Bi＋α1＋βi-tnn-1R:z＋的＋β1一也.n-1.Bs十時＋βZ
;Ji' ( 'Yt --- "/'J 'Yl 

＋旬n-1R，＋向＋βs-tan-1B5＋αl!＋βl+tan・iBe+<t:i＋β1

’y~ ’Yi tt:z 

＋凶・1B1＋的＋βz～t鍋－1..Ba＋的＋β~i
’Y<J J 

竺互旦＝－1.... (B1＋的）（B，＋的）（Ba＋α2)(B1＋α:z)
ayas ー（.B,+aj(Ba＋~1)(.B5＋偽）（Ba+O'.:z) 

主主主＝－In(B1＋β1)(.R，＋βJC.Re＋β1)(B1＋β:z) 
aso:i: (Rs＋β1)(B，＋βs)(Ba-fJβ1HBs＋β：） 

竺E旦＝－ln(B1＋仇）（B，＋γ:J(Ba+'Y l!)(B1 ＋引）
a:r:ay CB2+tt2l<B，＋仇）（Ba+'Y1)(Rs +'Y2) 

(i）今角塘がれ（成分を F,,,,,Fo111F仰とす〉により一様に磁佑してゐると偲定し，その帯磁寧は

.A=1eF~ B=1'Fo11 0＝』cFa.

で奥へられる程度のものであるとし

て，立方慢による磁場のある一平面

上C分布を聞に示せぽ第1回の様

tci'.tる．

（益｝宇無限角柱による磁場

此の場合には（6),(7}, (8）式に於

ける無限大に怠る項を除けぽよい．

とれを図示すれば第2園の様にた

る．

（首i) :x:方向に宇無限に伸びた角

穏による磁場．

此の場合も（ii）の場合と同様に

(6), (7), (8）式の無隈項を除去すれば

よい．

(iv）水平に無限に伸びる角培の

一部を除去した場合のその除去部会

(8) 

然 4 回 無限角梼のー部を卸断除去した揚合の磁揚

r
 
a
 －－．，． 
uuupunuuu 

泊色’tr 
i 
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附近に於ける~易でlbるが，此の場合には（i誼）に於ける｛吋と (b）とを組合はせれば得られる．

§4, ー平面阜の磁力会布よ切磁化の方向ま定めるー方法

磁4む物飽が一様に磁佑してゐるものとして，それに依る一平面上の磁力分布を知る事に依ってそ

＠物盤。磁佑方向を求める事が出来る．但レ磁他物健治靖限の大きさを持ってゐる場合に限られる．

直角坐額 r&ysをとり r&y平面を磁力分布の知れてゐる一平面に平行にとる．そして原動は戎の

僚件が満足される様た範間内にとるものとす．自日ち rを原蹴より磁力会布の知れてゐる平面上の

-s Qまでの距離とし・町を原踏から磁佑物慢の棄量伽までの距離とする時 r＞内定る僚件
を満足する様にとるものとす．

然る時はpを d.， とQとの距離とすれぽ， 1/pは球函撤によって表はす事が出来る．自日ち
I 

.!. ={r~＋r01-2rr0 cos BJー玄
ρ 

＝持＋（げ－2（デ）cos。）固ま

→［Po+P 
との 1/pを用Eムて Veを表はせぽ

Ve＝昨

＝÷jP，附会froP1at) ＋主j仇
上式に於て r&,y,s(Q踏の坐穣〉を合む項は rのみであるから

争＝ー主．学r(Podψ＋ .! ( roP1cl1' +..; r r，仰1.1+・・・＋~ ( ronP,.a11＋・・・ 等
OfJJ ，・ oa;1 J r J r・ / ,. .. J 

故に磁位 Peは

(A生＋互生＋立町rr Pod旬＋2 rf'♂伽＋ 3 ( r, :ip2'l1.1＋・ ｜ ・ ・（10)Po ＝~ r2 a:r: ,.2ay r・as)LJ -;) i ?J o .J 
I A or . B or . 0 aハ毛，”＋1（ 岨.n3 •• 

=¥-;;・a; ---;;a, I ?as/ f:つn"°J .. D .. ・ n仰
故に磁力の均釣S成分は

玄＝ゑsイro"Pncl11 宝＝~s .. 2J ronp.仰 Z＝ゑsチ向。 間

で寝はず事が出来る．雌鼠に
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”＋1 8n1 =-:;:;:;. m”＋ 1）~2-t"2}..4. + （”＋3)xyB＋（”＋3)s.xOI 
T”~u 

”＋1 ,,2＝τ五［何十3).ey.d.+ Hn+ l)y2-r2JB ＋（偽＋a)ys伺
f”ι・

・・・（12)

”＋l n＇＝τ:::A ［（”＋3)sz..4.＋（叶3)ysB+l（鈍＋l)s2-rJO]
f・寸U

(12）式に於いて未弗激は磁佑の成分 A,B,Oのみであるからぬ18,,28,,sは次の様に書き直す事

が出来る．

Bn1=an’＇A+bn’B+cn’U Bn2=ari”A.+bn＇’B+cn''O Sn3=a.””’A.+bn”’＇B+cn”’C・・・・（13)

此等の係撤は（12),(13）雨式を比俊すれば得られ，叉とれ等は互ひに調立ではなく．戎の関係が

ある．即ち

bn’＝an・”， a胃”’＝c.”’， en・”＝bn”’

(11）式に於いて更に

九’Ef ro"Pnd旬
と置けぽ， X,Y,Zは

X=  ~Sn1P，.’ Y＝~S1旬:ipn’ Z= ~ Sn3Pn' ・ ・ ・ • ・ • • • • ・ • • • • • • (14) 
n;;-o naO n・0

と~る．

一方磁力分布の知れてゐる平面上に於ける各踏の磁力の xys方向の成分を X0tYo, Zo; Xi, Yu 

Z1: ・ • ・ ・, Xm, Ym,Zmとすれば，とれ等は｛14）式に依って表はされるから

n 
” ” 

.Xo = ~o {Bn1）の’ Yo＝帽2・~o(Bn2)oPn’ Zo＝ぷ（Bn3)oP”’

帽 時
” X1＝玄｛Bn1hPn' Y1＝~（制1Pn’ Z1＝伺玄目。{Bn3)1Pn' 

・・・．・．．．－－

帽 四

” Xm＝”Z圃目（Bn1)m11n' y m＝時玄・0(Sn2)mPn' Zm= ~ (8n3)mPn’ 

(1司式に於いて朱禽激は磁佑の萄さの成分 ..4.,B,Oと Pn’（”＝0,1,2.・・・明）のみである，故に

今.AI'n',BPn’，OPn’を以て未知数とすれば，その激は3(11+1）簡で島る．一方方程式の教は 3(m+l)

箇であるから僻＝”と置〈事によって上式は解〈事が出来る．自Pち
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但し

A= 

磁化物質とそれによる磁場との成る闘係に旗いて

A.Po’＝A（αo) 
.d 

.AP，’＝プA~

.APn＇＝坐叫" A 

BPo，’a A(bo) 
A 

BP1'= A(b1) 
A 

A<bn) 
BPn'=A 

OPo = d(co) 
A 

OP1’，＝ .d(c1) 
A 

.Lf(cn) 
OPn'=A 

向。’boo'Coo' aio’bio' c10' ・ ・ ・ • ・ ・ ・・a”。’brio'CntJ1 

α01' bo1' c，也’aii’b11’cu＇・・・・ ・ ・ ・ ・an1’bni’Cnt’ 

－・・．－－－－－－－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

aon’b卵’Con'41n' bu.' Cin' • • ・ ・ ・ ・<Jnr.' b,,,.' Crin’ 

向。”boo”Coo”針。”b10”OJO”・・・・αm>'''b”。”t同”

lfL If If Ill. fl• ” a ” L ~ ao同 Oon Con aua 01” Ct怖・・・ •<Inn O”n Cnn 

向。”’boo”’Coo”’a10”’bio”’010”’・・・・a”。”’b同”’Cno”’

'"'I‘，，，，，，，，，z ””””’l. ,,, • '" aon Oon CoD a1叫 01n C1n ・ • ・ ・a”” 。骨骨’ C”” 

・・・・・・（16~

叉 ..d（匂）は iftc:於いて向。’，<Jnt＇・・・・， h”’，a”。ヘa”の・・ ・ ・ann”，a＂＂＇勺αnt’勺・・..＂＂＂”’の位置に

夫々磁力 Xo,X1，・・・・，XniYo, Yu ・ ・ ・ • Y "' Zo. Z1，・・・・Z”を置換した行列式で島る．

故に（16）式より

A : B : 0 = ..d(ao) : ..d(b0} : 4(co) 

= if(a1) : ..d{b1) : A(c1) 

= iJ(a,.) : if(b”） : A(c,.) 

とたり磁佑の方向を知る事が出来るのである．

S結尾

磁気異常を櫛守するに際して必要友諸僚件は物値の形放を知る事，磁佑の方向及び強さを知る事

である．とれ与のうち形放は大値の形は推定する事が出来るが磁佑の方向及び強さはとれをさ長〈知

る事が出主主い鴬とれ等はすべて遁嘗に仮定せられねばなら注かった．その潟質際針錦上大たる支障

を来たしたのである．とれ等のラち一つでも知る事が出来れば寄人は大いに便宜を得るのである．
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斯 Lる意味に於いて筆者は磁佑の方向を決定すペき一つの方法を案出した．との方法は物侵浩靖限

定形肢を持たねば怠ら主主いといふ制限はあるが質際問題に路用して略々その磁佑方向を決定する事

が出来る．向此の方法により磁佑方向を決定した後，永田武氏による方法一一地表面の磁力分布よ

り地下物健の形成を推定する方法一ーを用ひれば，局地的磁気異常の検討はある程度まで達成せら

れたと云ってよいと思u...
向，本論文中に於いて角樽が一様左磁場内に置かれた場合のそれによる援制滋場を計算図解した．

絶りに臨み格始御懇篤志御指導縛援助を下さいました今道所長に封し深謝設す次第である．
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On もheSpectrum of もheLighも凶ng

By班.Ko町＇AI,

The spectmm ofぬelight from也enighもskyofoon shows unusually predomina.nt band 前ぬout

入価20!.(Fig. 1). ThJs band fs旬ointensive旬卸ぽibe旬出elight d役tenight sky and也eau・也.or

回spec旬鈴加be也elight台。m 也elightning. 民 makesure of it, he has obs世間dぬesp阿佐・aof 

也elightning in the summer 1＇似0.

In色bispaper he ])6por旬ぬewave・l佃 g血sand characters of也esp回加nnd 出elightning and 

compares也e句即位umwi由也S昭arkand low pr伺suredischarge sp舵佐sIn labora句ry.

He id阻色値es色helines and bands wi出品SE佃色probableelement in the air. 

Some problems of the relation beも.weendisturbed magneも.ic

force and a magnetized body 

By T. YuHURA. 

In hie previous papers，出ewriter gave也eresnl飽 ofdistribu縫ona.nd曲eIo伺.tanoma.li伺 of也e

Ea訪h・自国ag11.etfotleld, but in attempting句 disenss也eanomalies也eoreticalぁhehad to pu色目。me

剖sump低ons初出efollowing factors : 

(1）出eg回m凶rlcalform and the position of也everti伺ldirection of曲esubterr岨 e姐 bodly,

(2）也ecause of the magnetization ofぬebody, 

〈勾ぬedirection andもbemagni阻deof也emagnetization. 

A色盆rst,for (1), the fぽma.nd depth shall be roughly imagined公omthe dis旬.rbedfield on也e

Ear出’asurface and geological 時間畑町 excepting伽 C国ewhenぬeywere found by出eboring. 

In either C朗 e,however，也eid!eal form must be considered for出eore抵ca.1discussion. 

Ne劫，凶 regards地esecond, we ma.y be able句 considerぬefollowing伺国cs:

(I｝ぬeEarth’s magne色iofnduc右ionto白e聞加ぬ.neeof也cearth’g ems丸
(2）也epermanent magne色ismof roe泊，

(S）もheelec岡田暗neticaotfon due to a local earth・current』

Bab we can’色ea.allydetermine旬 whichofぬe色bree也ecause of magnetization belon,伊・

In general，也eoretlcalcalcul州onswill be ca.rried o凶 under絹10cσnditlon也前也emagn帥lza-

tion ie oa田edby曲eEarth’e magnetic inductio11，回duniform all over出ebody, '1Vi也 i旬 direction

parallel句机ieEarth’a magnetic :field, havingぬem昭nl旬dedefined byぬe回sceptibilityand地e
ileld. In practice, t}lase iden.Jlsed condi志tons.above mentiol:led &l'e not fulfilled. 

If a回.bstanceof an arbitrary昔ormis placed in the Earth’s magnetic field匂enerally,in a uniform 
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ileld), it 1日notuiformly magne出edz也前 fs,the magne色icindnction at eve可 pol凶isnoも也esame, 
The form of也esnbstan伺，inwbich i色fa凶 for凶 yJD"lgnetfzed, is only an elll開。id.Ev阻笠也e

g曲鎗由回 i目uniformlym唱netlzed，也edirection of i匂 E暗闘伽ationfs no色parallel句也前。E曲e

outer 1ield. The釦m of色hesub脚 m革、 inwhich the di.r前 tionofぬemagne也前ionis parallel旬

也前ot色.heouter field, is only a.即here.
If也emagne討脇信onof地ebody depen也 onlyon m昭neticinduction, .A. B, 0-x, y, z-com・ 

pon阻句 of也e.magnetizaもionr回pectively一世edefined by 

ゐ一

H
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B＝~笠ーも
ニ＋品
IC 

ゐ
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川
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wher喝Poisぬeon加rfield, ~ the sus帽p古ibility,and N the demagnetizing fac句r.
In general也回e也reecompon阻旬of也edemagnet掛ngfactor町enot eqnat, and也e也rection

of magne紙zation,usually：，泊 notpa叫.lei旬他eo蜘 rfield. Only in也ee槌 eof whi也，sis smaller 

也an10・t也econ凶but証onofもhe:factor to the direction d白emagnetization becomes o凶 ofcon-
side白紙.on.

Under ench asaamp針。ns，也ewrl旬rgiv.叫 inぬispaper, the field ofぬerectangn加 solldplaced

fn a uniform field. 

The wrl句rh回 m組 :tionedh白ispaper that出edirection of the magne位制ioncan not be de-

加rmfned即 easily,whenぬebody h腿 aperm an佃色 magne色ism,or is magne色iredby induction. 

The following method, however, will bring to lightぬi自problem加 acertain degree. 

立ぬeorigin of a rectan酔1町 coぽdina陶 istaken appropria・色elyin or n聞もhebody，閲也舗

r>r°' where r isぬedis個.nee仕om也eorigin句 someexternal poi凶 andro from也eorigin to any 

volume elem阻.tinもhisbody，，也en也edistance from色.hevolume eleme凶句也ee玄拘rnal1叫ntis 

repre官enもedby a spherical harmonic回riee.

Hen飽， lf出emagne白紙tonof也isb吋yis uniform, the magn白色icpoten色ial,consequentlyぬe

E暗neticforce, due旬也isbody fs represen句dby a目phericalharmonic series 2也前i目

X＝去ふ1f,.onPndv Y＝か，J。nPndv Z＝ふ＇fro"Pnd11
‘’ u u 

Since仇E，品’，s,.aa開 linearfunctions of A, B, (J,也evalues of .APn',BPn’，OPn' are obぬined
｛ル＝ル州dv). lien叫 by凶噌也eratio of也esevalue目パhe伽 ction川 lemagne白州∞叫l
beおund.

Distribution of the B町也、 magneticfield in Akita prefectur令ー・Pa吋 I.

By T. YmroaA, 

Abstraa色－FromJune初 Oo旬1ber,l鈍O，也emagnetic observation of也ever企icaland horizontal 

fntensity w踊 carriedout in Akita prefec佃reby也eauthor and Mr. S. K注nti.

The number of色heeta；色ionsfor ob宮町vatfonW剖袋地 inwhlch也.reestandard尚aもions,A単色a,

Oda旬 andYoko旬 Wぽeincluded，組d也einstromenもaused were the ver世icaland horizon抱lfleld~ 

bal阻 ceby Ad. Schlni仇

The object of泊is問 neywere not only加 obぬin也edistribnもionof也e:Ear也、田縄問紙m in 



.A.kits. prefecture, b凶 also旬 inve目色fge.給油efollowing: 

(l）色hedistribution of也emagnetic in＇句凶句overぬeo日.・:field,

。）血echaracter ofぬemagnetic :field due加 avolcanic m叩 ntain.

011-e却forationis an担directapplication of也emagnetic me出odand fttrthermore h銅色double 

ind.ire凶 m加re. First, oil i旬elfcan't be !ound magneもfoally;we mu的 relyon finding favourable 

struc加resin such formations岨 aree玄peotedto be oil-bearing; secondly, inasmuch制ぬeseforma-

tions are mostly non・magneも，fc,we must a伽 mp色to:find fgneo田 rockswhich bear a known sもroe阻ral

relation加血epo加凶ialoil-forms.もion，ー血ean・もiclinalforma色ionsof burled igneous rocks and也e

faul切 of出esame rock or of c可制lllneform州ons.

As above men志ioned,it is very dfflic凶b旬 applythe magnetic method初出eoil-exploration 

but the wriぬral mos色acc。mplishedbis objec色byobs町vingthe anomalous band parallel加ぬeoil-
field which runs from south to north nearly alongぬeco闘志 of也eNippon Sea姐 dby也edetailed 

observation about也eAsahigawa oil-field lポngin the northern part of也efield. (The lat色erresult 

will be mentioned in Part II of也ismanuscript.) 

Forぬesecond obj旬、byぬeobservations of色wovolcanic lakes, Townda and Tazawa，ぬem拍or
found some typical anomaly as a magJletic J>roperty of volcanic mountains. 

The dfstrib凶 onof magnetic torces about vole組 icmountains w闘 observedat M私Fujiby Pro-

f国崎rA. Tanakadaもe阻 dat Mt. Mihara by Dr. T. N昭a旬， etc,and地.eser倒nl旬 agreewi白血帥of

the au出orabo凶也esurroundings of the central part ofぬemoun句in,but, sinceもheirobserving 

stations were chos阻 roughly，もhoseresul旬 couldno色givethe B旬色enear他ecentre. 

As也ewriもerchoseぬedenser net of stations near the centre，出e前前eof出ecen色ralpar志W剖

conefd町ablybro略凶色0light. 

The direction of the magn~tisatlon of snbterr姐 eanrocks at Towada w回 foundby也eme也od,

originaly given by the author. (Seeぬepreceding paper，“Some problems of也erelation be色ween
magnetic dis加rbedforce and a magnetized body.勺


